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留
学
生
に
特
化
し
た
就
職
支
援
を
始
め
た

き
っ
か
け
は
、
二
〇
〇
三
年
に
留
学
生
を
対

象
と
し
た
ニ
ー
ズ
調
査
を
実
施
し
た
結
果
、

就
職
支
援
を
望
む
声
が
強
か
っ
た
こ
と
が
あ

る
。
そ
し
て
翌
〇
四
年
に
就
職
活
動
セ
ミ
ナ

ー
と
、
企
業
六
社
を
招
い
て
の
企
業
説
明
会

を
開
催
し
、
こ
れ
が
年
々
拡
大
し
、
昨
年
は
、

①
就
職
活
動
対
策
講
座
（
全
六
回
）
②
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
（
全
四
回
）
③
個
別
指
導
④
企

業
説
明
会
（
一
七
社
参
加
、
日
本
学
生
支
援

機
構
（
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｓ
Ｏ
）
東
北
支
部
と
協
力
）

―
―

を
行
う
に
至
っ
た
。

昨
年
の
取
り
組
み
を
中
心
に
紹
介
す
る
。

昨
年
は
、
キ
ャ
リ
ア
教
育
・
就
職
活
動
支
援

講
座
を
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
形
式
で
六
回
実
施

し
た
。
こ
の
な
か
で
は
、「
就
職
活
動
の
流

れ
」「
就
職
活
動
の
心
構
え
」「
情
報
収
集
の
仕

方
（
業
界
分
析
・
企
業
研
究
）」
と
い
っ
た

全
般
的
な
就
職
活
動
の
流
れ
を
学
ぶ
講
座
を

三
回
行
い
、
そ
の
後
は
「
在
留
資
格
」「
エ
ン

ト
リ
ー
の
仕
方
」「
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ー
ト
（
Ｅ

Ｓ)

、
履
歴
書
の
書
き
方
」「
就
職
試
験
」「
面

接
（
準
備
、
マ
ナ
ー
）」
な
ど
に
つ
い
て
、

ス
キ
ル
の
習
得
を
目
指
し
た
体
験
型
の
授
業

を
行
っ
た
の
で
、
充
実
し
た
内
容
に
な
っ
た

と
思
う
。

ま
た
、
こ
の
六
回
の
講
座
に
連
動
さ
せ
て
、

と
く
に
留
学
生
が
苦
手
と
す
る
業
界
分
析
と

Ｅ
Ｓ
の
書
き
方
を
そ
れ
ぞ
れ
二
回
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
形
式
で
実
施
し
た
。
こ
の
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
、
学
生
主
体
で
あ

る
。
就
職
活
動
を
経
験
し
、
内
定
を
得
た
学

生
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
組
ん
で
企
画
、

運
営
に
あ
た
っ
た
。
自
分
の
知
識
・
経
験
、

ス
キ
ル
を
留
学
生
に
伝
え
た
い
と
い
う
情
熱

に
燃
え
、
こ
ち
ら
が
頼
ま
な
く
て
も
反
省
会

を
繰
り
返
し
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
充
実
し

て
い
っ
た
。
業
界
分
析
も
金
融
、
製
造
な
ど

の
ブ
ー
ス
に
分
か
れ
て
、
展
開
。
Ｅ
Ｓ
の
書

き
方
で
は
、
実
際
の
Ｅ
Ｓ
を
使
っ
て
パ
ネ
ル

方
式
で
行
い
、
そ
れ
を
添
削
す
る
形
式
で
行

っ
た
。
こ
れ
以
外
に
も
個
別
に
随
時
、
模
擬

面
接
を
行
っ
て
い
る
。
一
番
人
気
が
あ
っ
た

の
が
模
擬
面
接
。
ほ
と
ん
ど
の
留
学
生
が
ま

っ
た
く
面
接
の
経
験
が
な
い
の
で
、
模
擬
面

接
、
反
省
会
の
セ
ッ
シ
ョ
ン
を
繰
り
返
す
こ

と
で
、
学
習
効
果
が
み
ら
れ
た
。
模
擬
面
接

と
い
う
個
別
就
職
支
援
は
き
わ
め
て
有
効
だ

と
い
え
る
。
こ
う
し
た
一
連
の
就
職
支
援
を

通
じ
て
、
学
内
の
人
的
資
源
に
注
目
す
べ
き

で
あ
る
こ
と
を
痛
感
さ
せ
ら
れ
た
。

留
学
生
は
日
本
人
と
今
後
の
キ
ャ
リ
ア
に

対
す
る
考
え
方
が
異
な
る
の
で
、
キ
ャ
リ
ア

相
談
に
も
力
を
入
れ
て
い
る
。
ま
ず
、
留
学

生
は
、
自
分
は
日
本
に
残
り
就
職
す
る
べ
き

か
、
帰
国
す
る
べ
き
か
で
思
い
悩
む
。
さ
ら

に
留
学
生
は
ア
ン
ビ
シ
ャ
ス
な
の
で
母
国
で

も
名
前
の
通
っ
た
有
名
企
業
を
就
職
活
動
の

対
象
に
す
る
傾
向
が
強
い
。
だ
か
ら
、
落
と

さ
れ
る
と
人
格
を
全
否
定
さ
れ
る
よ
う
な
気

持
ち
に
な
る
こ
と
も
あ
る
。
そ
の
た
め
、
心

理
的
な
ケ
ア
も
含
め
て
、
キ
ャ
リ
ア
支
援
を

実
施
し
て
い
る
。

昨
年
の
企
業
説
明
会
の
参
加
企
業
は
一
七

社
に
の
ぼ
り
、
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｓ
Ｏ
東
北
支
部
が
主

催
で
、
東
北
大
学
が
協
力
と
い
う
形
で
実
施

し
た
。
こ
の
よ
う
な
説
明
会
に
は
非
常
に
大

き
な
労
力
が
い
る
。
ま
ず
実
施
し
た
一
月
と

い
う
時
期
は
繁
忙
期
に
あ
た
り
、
企
業
の
人

事
担
当
に
仙
台
に
足
を
運
ん
で
も
ら
う
の
が

大
変
で
あ
る
。
片
手
間
で
で
き
る
こ
と
で
は

な
い
。
地
元
の
新
聞
社
が
協
力
し
て
く
れ
た

同
様
の
企
業
説
明
会
も
行
っ
た
が
、
今
後
は

産
官
学
の
連
携
が
キ
ー
ポ
イ
ン
ト
に
な
る
で

あ
ろ
う
。

留
学
生
就
職
支
援
に
お
け
る
留

意
点

留
学
生
は
、
た
と
え
ば
日
本
人
な
ら
自
然

に
身
に
つ
い
て
い
る
社
会
常
識
か
ら
始
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
、
留
学
生

に
対
し
て
は
「
マ
イ
ナ
ス
・
ス
タ
ー
ト
」
と

い
っ
て
い
る
。
留
学
生
の
場
合
、
サ
ー
ク
ル

を
通
じ
た
縦
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
な
く
、
日

本
人
の
友
人
も
少
な
く
、
横
か
ら
の
情
報
が

少
な
い
。
だ
か
ら
一
般
的
な
マ
ナ
ー
を
身
に

付
け
る
こ
と
も
難
し
い
こ
と
か
ら
マ
イ
ナ
ス

の
ス
タ
ー
ト
で
あ
る
こ
と
を
よ
く
理
解
し
て

も
ら
う
必
要
が
あ
る
。

そ
の
た
め
、
日
本
人
と
一
緒
で
は
な
く
、

留
学
生
に
特
化
し
た
、
留
学
生
に
わ
か
り
や

す
い
就
職
支
援
が
必
要
に
な
る
。
言
語
、
社

会
常
識
、
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
、
在
留
資
格
、

自
己
分
析
と
い
っ
た
留
学
生
特
有
の
問
題
に

着
目
す
る
こ
と
が
大
切
で
、
体
験
型
の
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
形
式
で
実
施
す
る
こ
と
が
、
有

効
で
あ
る
。

留
学
生
と
日
本
人
学
生
と
は
「
ま
ぁ
、
こ

れ
く
ら
い
い
い
か
」
の
内
容
が
違
う
の
で
落

大
学
、
企
業
、
国
・
行
政
の
取
り
組
み

〈
事
例
報
告
〉

東北大学

留
学
生
の
キ
ャ
リ
ア
教
育
と
就
職
支
援

―
―

効
果
的
な
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
形
式

末松和子 東北大学大学院 経済学研究科
国際交流支援室講師

ワークショップの様子
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と
し
穴
に
な
り
が
ち
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、

留
学
生
は
履
歴
書
の
写
真
の
背
景
が
真
っ
赤

で
も
違
和
感
の
な
い
人
も
い
る
。
雨
の
日
の

面
接
に
長
靴
で
行
っ
た
り
す
る
。
本
を
読
み
、

一
回
だ
け
の
就
職
講
座
に
参
加
し
た
だ
け
で

は
、「
ま
あ
、
こ
れ
く
ら
い
い
い
」
と
い
う
範

囲
が
わ
か
ら
な
い
。
だ
か
ら
こ
そ
、
何
回
も

体
験
型
学
習
で
、
服
装
、
靴
、
髪
型
な
ど
を

チ
ェ
ッ
ク
し
て
あ
げ
る
必
要
が
あ
る
。
さ
ら

に
、
内
定
が
も
ら
え
な
い
と
、
自
分
が
価
値

の
な
い
人
間
に
思
え
、
自
分
の
価
値
を
わ
か

っ
て
く
れ
な
い
な
ど
、
心
理
的
に
落
ち
込
む

こ
と
も
あ
る
の
で
「
心
理
的
ケ
ア
」
を
取
り

入
れ
る
こ
と
が
大
事
だ
。　

　

今
後
の
課
題

今
後
の
課
題
と
し
て
は
、
ま
ず
、
留
学
生
、

企
業
双
方
の
ニ
ー
ズ
把
握
。
ど
の
く
ら
い
の

留
学
生
が
日
本
で
の
就
職
を
希
望
し
て
い
る

の
か
、
そ
の
た
め
に
ど
の
よ
う
な
教
育
を
す

べ
き
な
の
か
を
把
握
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ

れ
に
留
学
生
を
対
象
に
し
た
「
キ
ャ
リ
ア
教

育
」
の
実
施
も
必
要
だ
ろ
う
。
社
会
経
験
の

あ
る
留
学
生
も
多
い
の
で
、
日
本
人
の
場
合

「
仕
事
と
は
何
か
」
か
ら
始
め
る
が
、
視
点

を
変
え
た
も
の
が
必
要
か
も
し
れ
な
い
。
ま

た
、
地
方
の
大
学
の
場
合
、
東
京
で
就
職
活

動
が
必
要
な
場
合
は
、
就
職
活
動
を
行
う
留

学
生
に
と
っ
て
、
経
済
的
な
ハ
ン
デ
も
大
き

い
の
で
、
経
済
的
支
援
も
必
要
に
な
る
だ
ろ

う
。さ

ら
に
産
学
官
の
連
携
強
化
。
地
方
自
治

体
で
も
留
学
生
の
就
職
支
援
に
積
極
的
な
と

こ
ろ
が
あ
る
の
で
、
声
を
か
け
て
、
産
官
学

の
連
携
を
実
現
し
て
は
ど
う
か
。
企
業
に
対

し
て
は
、
留
学
生
の
採
用
に
つ
い
て
ポ
ジ
テ

ィ
ブ
な
姿
勢
を
お
願
い
し
た
い
。
ま
だ
ま
だ

留
学
生
の
採
用
に
躊
躇
す
る
企
業
が
多
い
の

が
実
情
だ
。
留
学
生
は
特
有
の
よ
さ
を
も
っ

て
い
る
。
日
本
の
一
般
常
識
を
問
う
よ
う
な

試
験
で
は
、
留
学
生
は
な
か
な
か
エ
ン
ト
リ

ー
で
き
な
い
。
日
本
人
の
学
生
と
同
じ
土
俵

で
は
な
か
な
か
戦
え
な
い
こ
と
を
理
解
し
て

ほ
し
い
。

留
学
生
雇
用
に
関
す
る
マ
ク
ロ
・
マ
イ
ク

ロ
レ
ベ
ル
で
の
調
査
や
、
キ
ャ
リ
ア･

カ
ウ

ン
セ
リ
ン
グ
の
充
実
も
今
後
の
課
題
だ
。

富士通

サ
ー
ビ
ス
事
業
に
人
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化

は
欠
か
せ
な
い　
　

―

留
学
生
は
別
枠
で
の
採
用

下
に
な
っ
て
き
て
お
り
、
シ
ス
テ
ム
ソ
リ
ュ

ー
シ
ョ
ン
と
言
わ
れ
る
社
会
シ
ス
テ
ム
を
構

築
し
、
サ
ポ
ー
ト
、
保
守
、
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ

ン
グ
す
る
と
い
っ
た
サ
ー
ビ
ス
事
業
が
ワ
ー

ル
ド
ワ
イ
ド
に
拡
大
し
て
い
る
。
こ
の
サ
ー

ビ
ス
事
業
は
、
基
本
的
に
す
べ
て
が
人
の
手

に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
サ
ー
ビ
ス
事
業
は
、

人
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
し
っ
か
り
や
っ
て
い

か
な
い
と
グ
ロ
ー
バ
ル
ビ
ジ
ネ
ス
を
拡
大
で

き
な
い
。

　

こ
う
し
た
方
針
に
従
っ
て
、
日
本
で
勉
強

さ
れ
て
い
る
外
国
人
留
学
生
を
積
極
的
に
採

用
し
育
成
し
た
う
え
で
、
い
ず
れ
は
海
外
拠

点
の
幹
部
と
し
て
も
活
躍
頂
き
た
い
と
考
え

て
い
る
。
こ
こ
数
年
で
は
毎
年
約
三
〇
強
人

の
外
国
籍
社
員
を
国
内
で
採
用
し
て
い
る
。

留
学
生
の
志
願
者
に
は
全
員
面
接

　

ト
ー
タ
ル
で
約
二
〇
〇
人
の
外
国
籍
社
員

の
う
ち
、
七
割
が
理
科
系
で
、
三
割
が
文
系

と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
こ
こ
三
年
間
で
は
、

半
々
で
、
最
近
は
ビ
ジ
ネ
ス
の
現
場
、
営
業

や
Ｓ
Ｅ
と
い
っ
た
職
種
に
も
外
国
籍
社
員
の

活
用
を
広
げ
て
い
る
と
こ
ろ
だ
。
留
学
生
採

用
に
関
し
て
は
、
ま
ず
適
性
能
力
試
験(

Ｓ

Ｐ
Ｉ)

で
の
判
断
は
し
て
お
ら
ず
、
基
本
的

に
応
募
者
全
員
と
面
接
を
行
い
判
断
し
て
い

る
。
こ
れ
は
日
本
人
学
生
の
採
用
に
関
し
て

も
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
お
り
、
選
考
ピ
ー
ク
時

の
四
月
〜
六
月
に
応
募
者
全
員
と
の
面
接
を

実
施
し
て
い
る
。
一
万
人
規
模
の
面
接
に
な

る
た
め
、
面
接
官
は
現
場
の
社
員
の
協
力
を

得
て
実
施
し
て
い
る
。
外
国
籍
留
学
生
は
日

本
語
で
の
Ｓ
Ｐ
Ｉ
で
は
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ

が
あ
る
の
で
当
然
の
策
だ
と
思
う
が
、
日
本

人
学
生
に
お
い
て
も
Ｓ
Ｐ
Ｉ
だ
け
で
は
判
断

で
き
な
い
の
で
、
で
き
る
限
り
全
員
と
の
面

接
を
継
続
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

　

日
本
で
の
留
学
生
採
用
は
、
正
社
員
と
し

て
の
採
用
が
主
と
な
る
。
全
員
に
確
認
す
る

の
は
、
仕
事
を
す
る
期
間
で
、
た
と
え
ば
本

人
が
期
間
を
区
切
っ
て
三
年
間
だ
け
日
本
で

働
き
た
い
と
い
う
よ
う
な
明
確
な
申
し
出
を

し
て
き
た
場
合
は
契
約
社
員
と
し
て
採
用
し

て
い
る
。
留
学
生
の
大
半
は
正
社
員
を
希
望

す
る
が
、
本
人
が
選
択
で
き
る
よ
う
に
し
て

い
る
。

　

三
年
前
か
ら
米
国
で
の
オ
ン
・
キ
ャ
ン
パ

ス
・
リ
ク
ル
ー
テ
ィ
ン
グ
を
始
め
た
。
現
在

三
人
が
働
い
て
お
り
、
い
ず
れ
も
エ
ン
ジ
ニ

ア
。
今
年
は
希
望
者
が
多
く
、
七
人
が
内
定

し
て
お
り
、
こ
れ
は
三
年
間
の
契
約
社
員
と

し
て
採
用
し
て
い
る
。
そ
れ
以
降
は
、
本
人

の
希
望
に
応
じ
て
日
本
で
契
約
を
継
続
か
、

母
国
の
富
士
通
の
会
社
に
再
就
職
す
る
と
い

う
二
つ
の
道
を
用
意
し
て
い
る
。

留
学
生
は
別
枠
で
の
採
用

　

国
内
の
外
国
籍
留
学
生
の
採
用
に
関
し
て

は
、
日
本
人
と
は
別
枠
で
採
用
し
て
い
る
。

採
用
数
は
現
場
の
ニ
ー
ズ
や
将
来
の
人
的
投

資
を
意
識
し
柔
軟
に
決
め
て
い
る
。
こ
こ
数

年
、
外
国
人
の
最
終
面
接
に
か
か
わ
っ
て
い

る
が
、
彼
ら
の
な
か
に
は
、
と
て
も
志
が
高

　

富
士
通
は
〇
七
年
三
月
期
末
決
算
で
、
連

結
の
売
上
で
五
兆
一
〇
〇
〇
億
円
の
う
ち
海

外
が
三
〇
数
％
、
連
結
人
員
は
一
六
万
人
で
、

海
外
が
六
万
人
。
国
内
は
全
般
的
に
大
き
な

成
長
は
見
込
め
な
い
の
で
、
〇
九
年
度
ま
で

に
、
海
外
で
売
り
上
げ
を
四
〇
％
以
上
に
引

き
上
げ
よ
う
と
し
て
い
る
。

　

当
社
の
従
業
員
数
は
約
三
万
八
〇
〇
〇
人

で
、
う
ち
外
国
人
の
社
員
数
は
約
二
〇
〇
人

と
決
し
て
多
く
な
い
。
海
外
の
プ
ロ
パ
ー
社

員
は
六
万
人
だ
が
、
日
本
人
駐
在
員
数
は
約

一
〇
〇
〇
人
強
で
こ
ち
ら
も
そ
れ
ほ
ど
多
く

な
い
。
そ
う
し
た
な
か
、
も
の
を
つ
く
っ
て

売
る
プ
ロ
ダ
ク
ト
系
の
ビ
ジ
ネ
ス
が
半
分
以

田籠喜三 富士通  人事勤労部人材採用
センター長
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け
て
い
る
。
こ
れ
は
『
高
度
専
門
能
力
活
用

型
の
人
材
』
で
、
契
約
は
三
年
。
短
期
で
の

就
業
の
場
合
も
あ
る
が
、
長
期
的
に
就
業
す

る
場
合
は
更
改
手
当
と
い
う
制
度
も
あ
り
、

入
社
後
三
年
か
ら
退
職
金
と
同
様
の
意
味
で

年
俸
の
一
割
を
契
約
更
新
す
る
ご
と
に
払
っ

て
い
る
。

　

さ
ら
に
本
社
で
採
用
し
、
海
外
へ
赴
任
す

る
『
グ
ロ
ー
バ
ル
社
員
』。
国
籍
は
ま
っ
た

く
関
係
な
く
、
例
え
ば
中
国
人
だ
か
ら
中
国

へ
行
く
こ
と
を
前
提
と
し
て
い
な
い
採
用
方

法
で
あ
る
。

　

契
約
社
員
は
フ
ロ
ー
型
の
人
材
で
、
ワ
ー

ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
も
含
め
た
多
様
化
対

応
と
も
考
え
て
い
る
。
こ
れ
は
半
導
体
産
業

の
場
合
、
好
不
況
の
波
が
大
変
に
激
し
い
シ

リ
コ
ン
サ
イ
ク
ル
に
対
応
す
る
た
め
で
も
あ

る
。
さ
ら
に
、
派
遣
・
請
負
な
ど
、
い
ろ
い

ろ
な
職
群
に
よ
る
形
態
で
対
応
し
て
い
る
。

　

従
業
員
は
グ
ル
ー
プ
を
含
め
て
現
在
、
正

社
員
一
七
二
三
人
（
図
表
２
）。
う
ち
契
約

社
員
を
含
め
て
四
六
人
が
外
国
人
で
あ
る
。

た
だ
し
、
工
場
は
契
約
準
社
員
の
『
フ
ロ
ー

型
の
人
材
』
と
し
て
外
国
人
を
採
用
し
て
い

る
。
従
業
員
総
数
は
、
国
内
で
二
五
七
五
人
、

そ
の
ほ
か
に
海
外
で
三
〇
六
人
い
る
が
、
こ

れ
は
現
地
社
員
が
二
七
五
人
に
対
し
て
三
一

人
は
本
社
か
ら
の
出
向
で
あ
る
。
し
か
し
、

こ
れ
も
必
ず
し
も
日
本
人
と
は
限
ら
な
い
。

　

外
国
人
の
採
用
は
、
キ
ャ
リ
ア
フ
ォ
ー
ラ

ム
と
呼
ば
れ
る
イ
ベ
ン
ト
で
海
外
に
い
る
外

国
人
お
よ
び
留
学
し
て
い
る
日
本
人
の
採
用

を
行
っ
て
い
る
。
上
海
、
北
京
、
ロ
ス
、
シ

く
、
積
極
的
で
バ
イ
タ
リ
テ
ィ
ー
の
あ
る
学

生
が
多
く
、
少
子
化
の
中
で
の
新
た
な
リ
ソ

ー
ス
と
し
て
大
い
に
期
待
で
き
る
と
実
感
し

て
い
る
。

　

国
籍
に
よ
っ
て
タ
イ
プ
に
偏
り
は
あ
る
が
、

当
社
が
重
視
し
て
い
る
人
材
像
に
合
致
し
た

人
材
を
採
用
す
る
と
い
う
方
針
で
実
施
し
て

お
り
、
こ
の
点
で
は
日
本
人
同
様
に
考
え
て

い
る
。

図表１　処遇制度のポイント

ディスコ

採
用
に
国
籍
は
一
切
問
わ
な
い

―
新
卒
は
日
本
人
と
同
枠
で
実
施

　

株
式
会
社
デ
ィ
ス
コ
は
半
導
体
製
造
工
程

に
必
要
な
砥
石
と
半
導
体
製
造
装
置
を
製
造

す
る
メ
ー
カ
ー
で
あ
る
。
半
導
体
製
造
工
程

の
「
切
る
、
削
る
、磨
く
」
と
い
っ
た
分
野
で
、

世
界
シ
ェ
ア
の
お
よ
そ
七
割
を
占
め
て
い
る
。

　

数
年
前
か
ら
弊
社
は
バ
リ
ュ
ー
経
営
を
始

め
て
お
り
、
ミ
ッ
シ
ョ
ン
す
な
わ
ち
事
業
ド

メ
イ
ン
は
、「
高
度
なK

iru

・K
ezuru

・

M
igaku　

技
術
に
よ
っ
て
遠
い
科
学
を
身

近
な
快
適
に
つ
な
ぐ
」
で
あ
る
。K

iru

・

K
ezuru

・M
igaku

と
ロ
ー
マ
字
表
記
を
行

っ
て
い
る
の
は
、「
切
る
、
削
る
、
磨
く
」
の

分
野
で
Ｄ
Ｉ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
の
技
術
が
世
界
標
準
で

あ
る
と
社
内
に
周
知
し
、
わ
れ
わ
れ
自
身
が

外
部
へ
発
信
し
て
い
こ
う
と
い
う
思
い
か
ら

で
あ
る
。「
カ
イ
ゼ
ン
」
な
ど
の
日
本
語
が

そ
の
ま
ま
通
用
す
る
の
と
同
じ
よ
う
な
意
味

で
、
ミ
ッ
シ
ョ
ン
そ
の
も
の
が
全
世
界
共
通

で
あ
る
と
い
う
こ
と
を
最
初
か
ら
事
業
の
中

に
組
み
込
ん
で
い
る
。

　

こ
の
バ
リ
ュ
ー
の
中
に
は
、
事
業
像
の
ほ

か
に
人
的
資
源
像
も
含
ま
れ
て
お
り
、
性
別
、

年
齢
、
国
籍
、
人
種
、
宗
教
、
学
歴
な
ど
属

性
を
評
価
の
基
準
と
は
し
な
い
を
ベ
ー
ス
に

採
用
活
動
、
処
遇
を
行
う
よ
う
徹
底
し
て
い

る
。職

群
別
の
処
遇
を
実
施

　

処
遇
で
は
、
職
群
別
の
処
遇
を
行
っ
て
い

る
（
図
表
１
）。

　

正
社
員
に
つ
い
て
は
長
期
雇
用
を
前
提
と

し
た
『
長
期
育
成
安
定
雇
用
ス
ト
ッ
ク
型
人

材
』
と
考
え
、
管
理
職
で
三
職
群
、
一
般
職

に
お
い
て
も
三
職
群
を
設
け
て
い
る
。

　

成
果
主
義
も
取
り
入
れ
て
い
る
が
、
長
期

雇
用
と
い
う
日
本
の
伝
統
は
大
切
な
も
の
だ

と
理
解
し
て
い
る
。

　

で
も
、
そ
れ
だ
け
で
は
す
べ
て
の
従
業
員

に
対
し
て
最
適
な
処
遇
は
で
き
な
い
の
で
、

『
特
別
職
（
年
俸
制
）』
と
い
う
職
群
を
設

林登志男 ディスコ 人財部長

（１）国内 /技術開発業務、製品製造、営業、サービス、管理部門

事業所名 正社員 契約社員 計日本人 内外国人 日本人 内外国人
本社（東京） 896 43 39 3 935
工場（呉） 512 1 692 29 1204
関係子会社 315 2 121 0 436
合計 1723 46 852 32 2575

図表２　従業員の概況

（２）海外 /　営業、サービス、管理部門
国名 現地社員 本社から出向 計

アメリカ 54 7 61
ドイツ 54 6 60
中国（上海） 81 10 91
シンガポール 86 8 94
合計 275 31 306

技術開発は、
本社のみ

正社員 ストック型人材、長期育成安定雇用

高度専門能力活用型人材、３年契約、
更改手当、完全年俸

本社採用海外現地要員、
本社勤務後各国へ

フロー型人材、多様化対応、
シリコンサイクル対応

役割分担、シリコンサイクル対応

特別職
社員

グローバル
社員

契約社員

その他
派遣・請負

一般層
・総合職
・事務職
・技能職

管理者層
・管理職
・専門職
・専任職
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カ
ゴ
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
、
ベ
ト
ナ
ム
で

実
施
し
た
。

　

さ
ら
に
中
途
採
用
も
実
施
し
て
い
る
。
た

と
え
ば
あ
る
イ
ン
ド
人
の
場
合
、
三
年
ほ
ど

弊
社
で
働
い
て
、
経
営
学
修
士(

Ｍ
Ｂ
Ａ)

を
取
り
た
い
と
い
う
希
望
が
あ
り
、
休
職
し

て
在
籍
の
ま
ま
留
学
を
認
め
る
制
度
を
導
入

す
る
な
ど
、
柔
軟
な
対
応
を
行
っ
て
い
る
。

　

中
途
採
用
の
募
集
方
法
は
、
人
材
紹
介
会

社
な
ど
を
通
じ
て
行
っ
て
お
り
日
本
人
と
ま

っ
た
く
変
わ
ら
な
い
。
採
用
条
件
も
ま
っ
た

く
同
じ
で
あ
る
。
た
だ
し
『
特
別
職
』
の
場

合
、
年
俸
一
〇
〇
〇
万
円
超
え
る
よ
う
な
契

約
ケ
ー
ス
も
あ
る
（
図
表
３
）。

留
学
生
枠
は
設
け
な
い

　

留
学
生
の
選
考
に
つ
い
て
、
各
プ
ロ
セ
ス

で
抱
え
て
い
る
課
題
、
問
題
に
触
れ
た
い
。

採
用
枠
は
設
定
し
て
い
な
い
。
毎
年
、
新
卒

を
五
〇
人
ぐ
ら
い
採
用
す
る
が
、
う
ち
半
分

が
留
学
生
で
あ
ろ
う
と
、
外
国
人
で
あ
ろ
う

と
構
わ
な
い
。
国
籍
・
人
種
は
一
切
関
係
な

い
。

　

留
学
生
へ
の
採
用
案
内
を
六
月
か
ら
七
月

に
か
け
て
行
う
大
学
が
非
常
に
多
い
が
、
弊

社
の
場
合
そ
の
時
点
で
は
す
で
に
選
考
が
終

了
し
て
お
り
、
ほ
と
ん
ど
内
定
が
決
定
し
て

い
る
。
そ
の
間
に
、
日
本
人
だ
け
で
埋
ま
っ

て
し
ま
う
こ
と
だ
っ
て
あ
り
得
る
。
こ
れ
は

採
用
枠
を
設
定
し
て
い
な
い
企
業
に
と
っ
て

ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
と
な
る
。
大
学
の
就
職

部
か
ら
は
、
日
本
語
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
能
力
な
ど
留
学
生
に
は
選
考
時
の
ハ
ン
デ

ィ
キ
ャ
ッ
プ
が
あ
る
か
ら
採
用
枠
を
決
め
て

ほ
し
い
と
い
う
。
し
か
し
、
わ
れ
わ
れ
は
留

学
生
の
日
本
語
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能

力
が
低
い
こ
と
を
前
提
に
し
て
お
り
、
英
語

で
の
面
接
で
も
構
わ
な
い
と
考
え
て
い
る
。

適
性
テ
ス
ト
も
実
施
し
て
い
る
が
、
弊
社
で

は
参
考
情
報
と
し
、
外
国
人
の
場
合
は
あ
ま

り
重
要
視
し
な
い
。
大
学
に
お
願
い
を
し
た

い
の
は
、
留
学
生
の
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ
ッ
プ
と

考
え
ら
れ
て
い
る
点
に
つ
い
て
は
当
社
の
場

合
は
ま
っ
た
く
問
題
と
な
ら
な
い
の
で
、
通

常
の
選
考
時
期
に
来
て
も
ら
い
た
い
。

　

処
遇
は
長
期
育
成
安
定
雇
用
を
前
提
と
し

た
日
本
の
処
遇
制
度
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

外
国
人
が
考
え
る
キ
ャ
リ
ア
パ
ス
と
若
干
ず

れ
る
。
だ
か
ら
少
な
く
と
も
そ
う
い
う
処
遇

や
育
成
の
仕
方
を
す
る
こ
と
を
前
提
で
応
募

し
て
ほ
し
い
。
た
だ
、
成
果
に
対
す
る
処
遇

が
で
き
る
特
別
職
も
あ
る
の
で
、
自
信
の
あ

る
人
は
こ
ち
ら
に
応
募
し
て
ほ
し
い
と
考
え

て
い
る
。

今
後
の
課
題

　

課
題
と
し
て
考
え
て
い
る
の
は
採
用
基
準

で
、
日
本
人
と
は
何
の
差
別
・
区
別
も
し
て

い
な
い
こ
と
か
ら
、
な
ぜ
同
社
に
応
募
し
た

年度 日本留学生 現地募集
（キャリアフォーラム）一般中途採用 計

2007 年度
（予定） 6人 2人 3人 11 人

2006 年度 3人 3人 4人 10 人
2005 年度 1人 2人 0人 3人
2004 年度 6人 3人 5人 14 人

【現地募集】
　実施国：上海、北京、ロス、シカゴ、サンフランシスコ、ベトナム
　対象：実施国に留学している日本人、現地の新卒学生
【一般中途採用】
　ルート：人材紹介会社など、日本人と変わらず
　採用条件：日本人と変わらず

図表３　外国人採用の実態

の
か
と
い
う
理
由
が
大
切
に
な
る
。
そ
こ
で
、

「
な
ぜ
デ
ィ
ス
コ
で
働
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
ん
で
す
か
」
と
聞
く
。
わ
れ
わ
れ
の
言
葉

で
は
、
そ
れ
を
『
使
命
感
』
と
言
っ
て
お
り
、

先
ほ
ど
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
経
営
と
同
じ
だ
が
、

「
こ
の
会
社
は
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
持
っ
て
い
る

ん
だ
か
ら
、
あ
な
た
に
も
ミ
ッ
シ
ョ
ン
は
あ

る
で
し
ょ
う
、
社
会
の
中
で
ど
う
い
う
貢
献

を
す
る
の
で
す
か
、
何
で
そ
れ
を
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
で
す
か
」
と
問
い
か
け
る
の
は
、

日
本
人
と
同
じ
。
そ
の
点
か
ら
は
採
用
基
準

は
ぶ
れ
る
こ
と
は
な
い
。

　

た
だ
、
こ
う
し
た
求
人
情
報
、
企
業
情
報

が
留
学
生
に
伝
わ
っ
て
い
な
い
こ
と
は
事
実
。

わ
れ
わ
れ
の
努
力
不
足
も
あ
る
が
、
同
社
に

は
二
〜
三
人
の
採
用
担
当
者
し
か
お
ら
ず
、

全
国
行
脚
を
し
て
、
周
知
徹
底
を
行
う
こ
と

は
難
し
い
。

　

さ
ら
に
皆
さ
ん
に
も
考
え
て
い
た
だ
き
た

い
こ
と
は
、
な
ぜ
、
今
、『
高
度
外
国
人
材
』

で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
。
こ
れ
か
ら
高

度
に
な
る
可
能
性
の
あ
る
人
材
を
ど
う
し
て

採
れ
な
い
の
か
。
こ
れ
は
ビ
ザ
や
施
策
の
話

だ
が
、
大
学
を
卒
業
し
て
い
な
く
て
も
、
こ

れ
か
ら
日
本
へ
来
て
当
社
で
採
用
し
て
、
そ

の
後
大
学
に
行
っ
て
も
ら
っ
て
も
い
い
の
で

は
な
い
か
。
こ
こ
は
私
か
ら
の
問
題
提
起
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

最
後
に
、
総
体
と
し
て
の
日
本
の
魅
力
が

な
い
と
外
国
人
は
日
本
に
来
て
く
れ
な
い
。

国
の
施
策
に
な
る
と
思
う
が
、
海
外
で
日
本

の
魅
力
を
伝
え
る
こ
と
や
、
日
本
語
教
育
が

で
き
る
な
ど
、
さ
ら
に
日
本
の
魅
力
を
ア
ピ

ー
ル
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
お
願
い
し
た
い
。

厚労省

外
国
人
雇
用
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
を

コ
ア
に　

―

企
業
、大
学
、留
学
生
と
の
チ
ー
ム
プ
レ
ー
で

　

外
国
人
留
学
生
に
関
す
る
国
の
姿
勢
に
つ

い
て
、
留
学
生
を
わ
が
国
の
活
力
の
源
泉
と

し
て
積
極
的
に
受
け
入
れ
て
い
こ
う
と
い
う

の
が
国
家
戦
略
で
あ
る
。
今
年
は
じ
め
に
閣

議
決
定
し
た
「
日
本
経
済
の
進
路
と
戦
略
」、

ま
た
今
年
五
月
に
策
定
さ
れ
た
「
ア
ジ
ア
・

ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
構
想
」、
い
ず
れ
も
政
府
全

体
と
し
て
の
方
向
性
を
示
す
極
め
て
重
要
な

文
章
に
は
、
留
学
生
の
就
職
の
支
援
を
図
る
、

留
学
生
を
対
象
と
し
た
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

な
ど
就
業
支
援
を
図
る
と
い
っ
た
こ
と
が
前

向
き
に
書
い
て
あ
る
。

　

今
年
の
通
常
国
会
に
は
雇
用
対
策
法
の
改

正
案
が
提
出
さ
れ
、
成
立
し
た
。
こ
の
中
で

も
、
こ
う
し
た
国
家
戦
略
、
国
と
し
て
の
方

向
性
が
雇
用
政
策
と
い
う
形
で
明
記
さ
れ
て

い
る
。
留
学
生
を
は
じ
め
と
す
る
高
度
の
専

門
的
な
知
識
・
技
術
を
有
す
る
外
国
人
の
就

業
促
進
を
明
記
し
、
国
が
講
ず
べ
き
雇
用
対

策
で
あ
る
こ
と
を
位
置
づ
け
た
。
ま
た
、
外

国
人
留
学
生
は
い
ろ
い
ろ
な
意
味
で
日
本
人

と
違
っ
た
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
持
っ
て
い

る
。
そ
う
い
っ
た
人
た
ち
に
も
、
適
切
な
雇

用
の
チ
ャ
ン
ス
が
与
え
ら
れ
て
、
能
力
が
発

揮
で
き
る
よ
う
に
、
事
業
主
に
対
し
て
雇
用

管
理
面
で
の
一
定
の
配
慮
を
努
力
義
務
化
し

た
。

　

わ
が
国
の
場
合
、
制
度
と
し
て
、
諸
外
国



特集―企業における外国人留学生の活用

Business Labor Trend 2007.8

12

と
比
べ
て
も
、
特
に
専
門
的
知
識
や
技
術
を

持
っ
て
い
る
人
の
受
け
入
れ
は
開
放
的
に
な

っ
て
い
る
。
そ
れ
な
の
に
、
な
か
な
か
受
け

入
れ
が
増
え
て
い
な
い
。
毎
年
、
大
体
三
万

人
の
留
学
生
が
卒
業
す
る
な
か
、
直
近
で
は

国
内
で
就
職
す
る
の
は
八
〇
〇
〇
人
で
卒
業

生
の
二
五
％
に
と
ど
ま
る
。
総
務
省
の
調
査

で
は
、
留
学
生
の
四
割
近
く
が
日
本
で
就
職

し
た
い
と
言
っ
て
い
る
の
で
、
明
ら
か
に
ギ

ャ
ッ
プ
が
あ
る
。

　

ま
た
、
留
学
生
が
な
ぜ
日
本
で
就
職
を
希

望
し
な
い
の
か
に
つ
い
て
は
、
三
割
強
が
日

本
の
企
業
で
は
出
世
に
限
界
が
あ
る
と
し
て

い
る
の
で
、
や
は
り
、
国
の
制
度
以
外
に
も

原
因
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
こ
の
着
眼
点

に
立
っ
て
、
行
政
と
し
て
改
め
て
申
し
上
げ

た
い
の
は
、
企
業
、
大
学
の
方
に
は
、
ぜ
ひ

サ
ー
ビ
ス
行
政
と
し
て
の
行
政
機
関
を
ご
利

用
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
こ
と
。
厚
生
労
働

行
政
、
と
く
に
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
を
中
心
と
し

た
機
能
は
基
本
的
に
ミ
ス
マ
ッ
チ
対
策
で
、

留
学
生
と
企
業
と
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
対
策
も
含

め
、
外
国
人
の
た
め
の
専
門
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
と
し
て
、
東
京
と
大
阪
に
外
国
人
雇
用
サ

ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
を
開
設
し
て
い
る
。
全
国

ネ
ッ
ト
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
と
連
携
し
て
運
営

さ
れ
て
い
る
が
、
同
セ
ン
タ
ー
は
留
学
生
を

は
じ
め
と
し
た
専
門
的
知
識
・
技
術
を
持
っ

た
外
国
人
の
雇
用
の
た
め
の
サ
ー
ビ
ス
拠
点

と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

　

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
が
コ
ア
に
な
っ
て
、

各
都
道
府
県
に
一
つ
ず
つ
設
置
し
て
い
る
学

生
職
業
セ
ン
タ
ー
と
連
携
し
、
留
学
生
の
た

め
の
特
別
の
求
人
開
拓
を
行
い
、
合
同
面
接

会
な
ど
も
東
京
、
大
阪
の
セ
ン
タ
ー
で
行
っ

て
い
る
。
こ
の
サ
ー
ビ
ス
の
ポ
イ
ン
ト
は
、

全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
な
っ
て
お
り
、
セ
ン

タ
ー
が
拠
点
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
。

例
え
ば
、
琉
球
大
学
の
留
学
生
が
東
京
で
就

職
し
た
い
場
合
、
ま
ず
那
覇
の
学
生
職
業
セ

ン
タ
ー
に
行
き
、
東
京
で
良
さ
そ
う
な
求
人

が
あ
る
と
な
れ
ば
、
東
京
の
外
国
人
雇
用
サ

ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
や
っ
て
い
る
面
接
会
に

行
き
、
マ
ッ
チ
ン
グ
が
成
立
す
れ
ば
、
就
職

に
つ
が
る
こ
と
に
な
る
。

　

別
の
見
方
で
セ
ン
タ
ー
の
機
能
を
あ
げ
る

と
、
第
一
に
、
留
学
生
が
早
い
段
階
か
ら
、

就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
な
ど
を
通
じ
て
就
職
活
動

を
始
め
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
。
ま
た
、
セ
ン

タ
ー
に
は
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
が
用
意
さ
れ
、
大

学
の
就
職
担
当
者
と
の
連
携
の
も
と
、
企
業

に
対
し
て
外
国
人
を
雇
う
こ
と
の
意
味
な
ど

を
伝
え
な
が
ら
、
留
学
生
の
積
極
採
用
や
採

用
上
の
問
題
な
ど
に
つ
い
て
も
個
別
相
談
に

乗
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ
ら
を
通
じ
て
、

受
け
入
れ
企
業
、
大
学
、
留
学
生
、
外
国
人

雇
用
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
が
一
つ
の
円
に
な

っ
て
、
チ
ー
ム
プ
レ
イ
が
で
き
れ
ば
い
い
と

考
え
て
い
る
。
こ
れ
以
外
に
も
、
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
の
実
施
な
ど
も
検
討
し
て
い
る
。

　

外
国
人
雇
用
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
を
中
心

と
し
た
理
念
系
と
し
て
は
（
図
）、
全
国
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
拠
点
に
外
国
人
雇
用
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
が
あ
り
、
関
係
者
が
そ
こ
で

尾形强嗣  厚生労働省 職業安定局
外国人雇用対策課長

結
ば
れ
て
い
く
と
い
う
こ
と
。
し
か
し
、
こ

れ
は
理
念
系
で
、
こ
こ
に
魂
を
吹
き
込
む
の

は
企
業
、
大
学
、
そ
し
て
外
国
人
雇
用
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
担
当
者
で
、
こ
れ
か
ら
も

希
望
に
応
じ
て
、
一
人
で
も
多
く
の
留
学
生

が
国
内
で
仕
事
に
つ
け
る
よ
う
に
努
力
し
て

い
き
た
い
。

　

留学生の国内就職促進に向けた取組みについて

求人・求職求人・求職の
全国的ネットワ全国的ネットワーク

大学等

・ 全国ネットワークを活用した職業紹介
・ 就職面接会の開催によるマッチング機会の提供
・ 登録者に対するきめ細かなフォローアップ
・ 留学生用求人の積極的開拓
・ 大学等における就職ガイダンスの積極的実施
・ 大学等の就職支援担当者等との連絡会議の開催

　〔外国人雇用サービスコーナー　全国80か所〕

・留学生に対する職業相談・紹介
・外国人センター、学生センターとの連絡

・留学生に対する積極的な就職支援の実施
（平成１８年～）

・外国人センター・コーナーとの連携

求人開拓

求人条件に合った
求職者の紹介

留学生採用・雇用に係る
シンポジウムの開催 支援機関・支援内容の周知

連携

未内定留学生の把握

求人情報の提供

求職条件に合った
求人の紹介

求人申込

求人条件に合った求職者の紹介 求職申込

求職条件に合った求職者の紹介

求人申込 求職申込

求職条件に
合った
求人の紹介

求人条件に
合った

求職者の紹介

情報共有

求職申込求人申込

厚生労働省 都道府県労働局

外国人雇用サービスセンター （東京、大阪）

求人・求職の
全国的ネットワーク


